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令和４年６月 19 日石川県能登地方の地震時における 

震度６弱観測点（ISK002、K-NET 正院）等のサイト増幅特性について 

 

京都大学防災研究所 

 

令和４年６月 19 日 15 時 08 分頃に発生した，能登地方の地震（マグニチュード 5.4（暫定値））にお

いて，珠洲市正院町（K-NET 正院，ISK002）で震度６弱（計測震度 5.5）を観測した．この地点を含

む震源付近の強震観測点の地震波（S 波）サイト増幅特性を示す．示している地震波サイト増幅特性は，

地震基盤面相当からの増幅率である．ISK002 は解析周波数範囲である 0.2〜10Hz の範囲の広い周波数

帯で，10 倍以上の大きい増幅度を示し，今回の震源域を囲む ISK001 や CCA（及び ISKH01 地表）の

サイト増幅特性に比しても増幅率がより大きいことがわかる．この時の速度波形からは，周波数１Hz く

らいで震動が継続していることが見て取れる．なお，ISK002 の K-NET の地表 20m の土質データから

は，Vs130m/s 層が続くなど，軟弱な層で構成されている． 

地表近くに軟弱な層がある場合，強震動により地盤の非線形応答が懸念される．観測記録の H/V ス

ペクトル比，あるいは地中観測点がある場合の地表／地中水平スペクトル比を強震動時と弱震動時で比

較する非線形応答の指標（DNL）が野口・笹谷によって提唱されている．ISK002 は地表観測点のみの

ため，強震時と弱震時の H/V スペクトル比の比較を行った．DNL は求めていないが，強震時の H/V ス

ペクトル比は弱震時のそれとすこし違う程度なので，強い非線形応答が起きたわけではないようだ． 

本地域の地震活動による震度は，周辺に比して ISK002 では常に１程度大きい震度を示している．ま

た，本日 10 時 31 分のマグニチュード 5.0（暫定値）の地震では ISK002 で震度５強（計測震度 5.0）

を観測した． 
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図１ 令和４年６月 19 日 15 時 08 分頃に発生した地震（M5.4）の震度分布 

 

 

図２ スペクトルインバージョン法によって求められた各観測点の（S 波）サイト増幅特性．黒実線

が平均値． 
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図３ ISK002 の速度波形と加速度スペクトル（水平成分）． 
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図４ ISK002 の H/V スペクトル比．（赤）強震時（6 月 19 日 15 時 08 分の地震）．（黒）弱震時． 


